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あ
か
り
み
ら
い
・
越
智
社
長

　
の

使
命
感

次
亜
塩
素
酸
水
普
及
促
進
会
議
の
代
表
と
し
て

有
効
性
・
安
全
性
を
発
信
！

行
動
に
ス
ピ
ー
ド
感

同
業
者
の
高
い
信
頼

　

あ
か
り
み
ら
い
は
自
治
体
や

企
業
、
病
院
な
ど
に
向
け
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
や
節
電
対
策
、
防
災
・

危
機
管
理
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
手
掛
け
る
。
札
幌
を
拠
点
に
、

東
京
と
沖
縄
に
支
店
を
構
え
て

い
る
。

　

越
智
文
雄
社
長
（
62
）
は
、

北
海
道
大
学
を
卒
業
後
、
北
海

道
電
力
に
入
社
し
、
危
機
管
理

対
策
課
長
や
広
報
課
長
を
歴
任
。

電
気
事
業
連
合
会
勤
務
を
経
て

２
０
１
２
年
に
同
社
を
設
立
し

た
。
危
機
管
理
の
専
門
家
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
う
一

方
、
08
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
動
と
判

断
力
に
全
国
の
メ
ー
カ
ー
や
販

売
社
か
ら
大
き
な
信
頼
が
寄
せ

ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
、

経
産
省
の
要
請
を
受
け
た
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
の
「
引
き
続
き
検
証
試
験

を
実
施
す
る
」
と
い
う
発
表
に
、

５
月
28
日
に
一
部
メ
デ
ィ
ア
が

誤
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い

伝
え
方
を
し
た
こ
と
に
即
座
に

動
き
出
し
、
６
月
11
日
の
研
究

　

感
染
予
防
の
除
菌
方
法
で
最

も
効
率
的
な
使
い
方
は
「
空
間

噴
霧
」
だ
と
力
説
す
る
。
し
か

し
一
方
で
「
人
の
た
く
さ
ん
い

る
と
こ
ろ
で
の
使
用
は
推
奨
し

ミ
ッ
ト
環
境
総
合
展
事
務
局
長

を
務
め
る
な
ど
〝
マ
ル
チ
〟
な

才
覚
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

そ
の
越
智
氏
が
６
月
26
日
に

設
立
さ
れ
た
（
一
社
）
次
亜
塩

素
酸
水
溶
液
普
及
促
進
会
議
の

代
表
理
事
に
就
任
し
た
の
は
、

者
と
メ
ー
カ
ー
ら
有
志
に
よ
る

記
者
会
見
を
主
導
。
全
国
か
ら

激
励
が
寄
せ
ら
れ
、
２
週
間
後

に
は
法
人
格
を
持
つ
業
界
団
体

の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ

る
。

　

越
智
氏
は
こ
う
語
る
。

 
「
使
命
感
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍

で
適
正
な
表
示
を
し
な
い
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
商
材
を
使
う
業

者
が
現
れ
、
厚
労
省
や
消
費
者

庁
が
警
戒
を
強
め
た
。
誤
報
か

ら
広
が
っ
た
風
評
に
よ
る
不
信

感
の
払
拭
の
た
め
、
団
体
を
つ

く
り
、
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
決

め
よ
う
と
。
勉
強
会
を
開
催
し

て
、
認
定
シ
ー
ル
を
つ
く
る
な

ど
、
具
体
的
に
動
き
始
め
て
い

ま
す
」

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
古
く
か
ら

医
療
機
関
や
ホ
テ
ル
、
食
品
工

場
な
ど
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る

除
菌
、
消
臭
剤
。「
次
亜
塩
素

酸
は
対
外
か
ら
侵
入
し
て
き
た

バ
イ
菌
を
退
治
す
る
た
め
に
、

血
液
中
の
白
血
球
が
作
り
出
す

抵
抗
物
質
で
体
内
に
も
存
在
す

る
物
質
。
身
体
に
安
全
」
と
越

智
氏
は
解
説
す
る
。

な
い
」
と
の
意
見
も
あ
る
た
め
、

越
智
氏
は
こ
う
提
起
す
る
。

 

「
私
た
ち
は
何
年
も
前
か
ら
空

間
噴
霧
に
よ
る
除
菌
、
消
毒
を

し
て
き
て
、
事
故
例
の
報
告
は

な
い
。
国
や
大
学
、
公
的
研
究

機
関
の
試
験
結
果
な
ど
１
５
０

を
超
え
る
エ
ビ
デ
ン
ス
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
化
学
物
質
過
敏

症
な
ど
を
心
配
す
る
声
も
あ
る

の
で
、
例
え
ば
学
校
で
は
、
始

業
前
や
放
課
後
の
空
間
噴
霧
で

除
菌
さ
れ
た
安
心
な
教
室
で
児

童
を
迎
え
る
。
そ
ん
な
使
い
方

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

自
治
体
の
節
電
対
策

防
災
対
策
に
リ
ン
ク

　

あ
か
り
み
ら
い
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
節
電
対
策
に
実
績
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
災
害
や
長
期
間

の
一
斉
停
電
に
備
え
た
防
災
対

策
の
重
要
性
を
提
起
し
た
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も

感
染
予
防
対
策
に
大
き
く
リ
ン

ク
す
る
の
だ
と
越
智
氏
は
語
る
。

　

同
社
は
メ
ー
カ
ー
と
一
緒
に

道
内
の
多
く
の
自
治
体
に
次
亜

塩
素
酸
水
生
成
パ
ウ
ダ
ー
等
を

寄
贈
し
、
感
謝
状
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
除
菌
活
用
や
備
蓄
の

た
め
に
購
入
す
る
市
町
村
も
少

な
く
な
く
、
住
民
配
布
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ

ま
で
全
町
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
防
災
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
自
治

体
や
首
長
と
パ
イ
プ
を
構
築
し

て
き
た
同
社
へ
の
信
頼
と
強
み

が
そ
こ
に
あ
る
。

　

一
方
、
危
機
管
理
の
視
点
で

は
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

で
の
集
団
感
染
を
危
惧
し
て
、

こ
う
語
る
。

 

「
感
染
者
の
別
室
隔
離
な
ど
で

非
常
用
発
電
機
の
不
足
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
引
き
合

い
の
あ
る
車
を
発
電
機
と
し
て

活
用
す
る
『
安
心
給
電
キ
ッ

ト
』
を
９
月
の
防
災
月
間
に
向

け
て
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

胆
振
東
部
地
震
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
で
災
害
時
の
備
え
の
大
切

さ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
」

●
詳
細
は
、
あ
か
り
み
ら
い
、

次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
普
及
促
進

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
除
菌
対
策
で
話
題
を
集
め
る
次

亜
塩
素
酸
水
。
一
部
メ
デ
ィ
ア
の
誤
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね

な
い
伝
え
方
で
不
安
や
混
乱
を
招
い
た
が
、
独
立
行
政
法
人

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
が
「
消
毒
に
対
し

て
有
効
」
と
し
た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
。
研
究
者
や
メ
ー
カ
ー
ら
全
国
３
０
０
社
の
賛

同
で
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
普
及

促
進
会
議
の
代
表
理
事
に
就
任
し
た
越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら

い
社
長
（
札
幌
市
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

た
め
に
安
全
性
や
有
効
性
を
全
国
に
広
め
て
い
く
決
意
だ
。

右下は日本レジリエンス大賞優秀賞を受賞した「安心給電キット」

▲「最も効果的」という
次亜塩素酸水の大型空間噴霧器

◀業務用の次亜
塩素酸水溶液生
成パウダー（50ｇで
20ppmならば700
ℓの生成が可能）

「
第
２
次
補
正
予
算
に
よ
る
２
兆
円
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
は
、
何
よ
り
も
防
災
・
危
機
管

理
を
優
先
し
て
避
難
所
の
設
営
や
除
菌
剤
の
備

蓄
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
越
智
文
雄
氏

▲非噴霧型空気清浄機


